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 男女の区別が明確でない「性分化疾患」の患者が、専門医の不足のため、適切な医療が受

けられず困っています。理解のない職場や学校の対応にも、苦しんでいます。男女の境界を

生きる人たちが暮らしやすい社会とはどうあるべきか、探ります。 

 

 

 

 

 

 

 日本人の１割が悩んでいるという腰痛。多くはぎっくり腰ですが、どんな応急措置をとり、

どんな姿勢や荷物の持ち方をすればよいのでしょう。椎間板ヘルニアなど手術の必要な病気

との見分け方も紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 料理の基本を学ぶシリーズは今回、土鍋で炊き込みご飯を作ります。きのこやごぼう

をたっぷり入れ、火加減を調整しながら 30 分でできあがり。カリカリのお焦げもできる

かもしれません。土鍋ごと食卓に出し、あつあつの秋の味覚を楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 大学相撲の日本一を決める第 88 回全国学生選手権大会（毎日新聞社など主催）が 11 月

６、７の両日、東京都墨田区の両国国技館で開かれます。今年の学生横綱を決める個人戦

（６日）は、明月院秀政（日体大）に、佐久間貴之、山口雅弘、遠藤聖大の日大三羽烏が

絡む優勝争い。団体戦（６、７日）は、日大と日体大の２強を、東農大などが追う展開が

予想されます。戦いの様子は、運動面でお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「境界を生きる～続・性分化疾患」 くらしナビＡ面 11 月１～５日 

あなたの処方せん「腰痛」 くらしナビＡ面 11 月１～５日  

土鍋で炊き込みご飯  くらしナビＢ面 11 月２日  

学生横綱は誰の手に――全国学生相撲選手権 11 月６、７日開催  
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 文化勲章に輝いた世界的建築家のさん(69)＝写真。高校卒業後、独学で建築を学び、

大胆な着想と独創力で世界中の建築界に大きな衝撃を与えてきました。若かりしころは

プロボクサーとしてリングに立つ一方で、世界を放浪したことも。その行動力は今も不

変で、ベネチアの中世建築を美術館に再生させるプロジェクトに取り組むなど、世界を

舞台に活躍しています。その安藤さんが、この国の行く末を憂えているといいます。「元

気が日々失われている感じがするんだ」。世界的が建築家が語る「憂国論」とは――。 

〝知りたいが分かる〟がモットーの「ザ・特集」。ご期待下さい。 

 

 

 

 

※紙面事情などにより掲載日が変更になることがあります。 

ザ・特集 

文化勲章受賞 安藤忠雄さんの〝憂国〟 

「気になるこの国の行く末」  11 月４日（木）  

 


